










の分子は plasmin 産生が亢進している状態下では nicked form として存在する。我々はこれま




nicked β2GPI は VEGF-A 存在下で血管内皮細胞の増殖や遊走を阻害する効果を有し、特に
























(Nakagawa H., et al. Blood, 2009, Vol. 114, 
No. 12, pp. 2553-2559) 。これらのβ2GPI お




















nicked β2GPI の影響を検討した。β2GPI と
腫瘍細胞との直接作用を検討する為、A549
細胞、Hep3Β細胞、MDA MΒ 453S 細胞、











および nicked β2GPI による細胞間の透過性
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β2GPI 添加群(p<0.05)、および nicked  
β2GPI 添加群(p<0.01)においてエンドサイト
ーシスが有意に抑制された。これらのβ2GPI























β2GPI および nicked β2GPI は異なる作用機
序によって腫瘍転移に抑制的に働くことが








〔雑誌論文〕（計 2 件） 
 
1)Daisuke Fujikura, Masatoshi Ito, Satoko 
Chiba, Tanenobu Harada, Frank Perez, 
John C Rees, Toshimitsu Uede, Tadaaki 
Miyazaki: CLIPR-59 regulates TNF-a- 
induced apoptosis by controlling 
ubiquitination of RIP1. 
Cell Death and Disease (2012) 3, e264 
 
2)Yasuko Nakagawa, Hiroshi Kataoka, 
Takashi Kurita, Hisako Nakagawa, 
Shinsuke Yasuda, Tetsuya Horita, Tatsuya 
Atsumi, Takao Koike: Impaired expression 
of Act1 mRNA in B cells of patients with 
Sjögren's syndrome. 
Japanese Journal of Clinical Immunology 
01/2012; 35(1):75-80. 
 
〔学会発表〕（計 3 件） 
 
1) 中川 久子、保田 晋助、藤枝 雄一郎、 
堀田  哲也、渥美  達也、小池  隆夫 : 
β2-Glycoprotein I 379T/-フレームシフト変
異と抗β2GPI 抗体の関連性 第 56 回日本リ
ウマチ学会総会 2012 
 
2) Yoichiro  Fujioka, Masumi Tsuda, 
Tomoe Hattori, Junko Sasaki, Takehiro 
Sasaki, Tadaaki Miyazaki, Yusuke Ohba: 
The Ras-PI3K Signaling Pathway is 
lnvolved in the Uptake of Exogenous 
Factors into Cells第 35 回日本分子生物学会
年会 2012 
 
3) 宮崎 忠昭: 腫瘍転移抑制薬開発を目指
し た TNF フ ァ ミ リ ー 分 子 及 び beta2 
-glycoprotein Iの機能解明 金沢大学がん進
展制御研究所・北海道大学遺伝子病制御研究
所ジョイントシンポジウム 2012 
 
〔図書〕（計 0件） 
 
〔産業財産権〕 
○出願状況（計 0件） 
○取得状況（計 0件） 
 
〔その他〕 
なし 
 
６．研究組織 
(1)研究代表者 
北海道大学遺伝子病制御研究所・特任教授 
宮崎忠昭 
 
(2)研究分担者 
北海道大学遺伝子病制御研究所・ 
博士研究員 中川久子 
 
 (3)本研究所担当者 
分子生体応答・教授 向田直史 
 
 
 
-86-
